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平成 30年度第１回武田薬品工業株式会社湘南研究所の環境保全に関する連絡会議事録 

 

１ 開催日 平成 30年６月２日（土）午前 10時から 11時 30分まで 

 

２ 場所 武田薬品工業㈱湘南ヘルスイノベーションパーク会議室 

 

３ 出席者  

町内会・自治会：植木町内会（２名）、岡本住宅町内会（１名）、鎌倉ロジュマン（１名）、 

鎌倉岡本ガーデンホームズ（１名）、四季の杜自治会（欠席）、ラシェール鎌倉岡本ハイライ

ズ（欠席）、レックスガーデン鎌倉岡本（２名）、鎌倉グランマークス（２名） 

武田薬品工業㈱湘南ヘルスイノベーションパーク、コーポレートビジネスセンター：（８名

出席）  

  鎌倉市環境保全課：（２名出席） 

   

 

会議概要 

鎌倉市環境保全課丸山課長からのあいさつの後、出席者の自己紹介、資料確認が行われ、次第に

沿って会議が進行しました。 

内容は、次のとおりです。 

 

議題１ 鎌倉市からの報告 

      武田薬品工業㈱には、本市と締結している「武田薬品工業株式会社湘南研究所の環境保

全に関する協定書及び協定書に係る覚書」に基づき、環境保全対策を実施していただいて

います。 

    当連絡会は、研究所の運営について、地域住民との相互理解を推進し、交流や意見交換 

を行うことを目的として開催しています。 

平成 29年 12月 15日付で武田薬品工業㈱の敷地の一部を医療法人沖縄徳洲会に売却さ 

れたことにより、敷地境界線が変更になり、覚書の一部を改定しました。 

さらに、平成 30年４月 1日付けで事業所名を湘南研究所から湘南ヘルスイノベーショ 

ンパークに変更され、機構改革などありました。 
当連絡会も「武田薬品工業株式会社湘南ヘルスイノベーションパークの環境保全に関する 

連絡会」とあらためさせていただくことになります。 

それでは、議題（２）において報告をお願いします。 

     

 

議題２ 武田薬品工業からの報告 

（１） 平成 29年度環境測定報告 

平成 29年度において、排水は月１回、排気（ガスエンジン、ボイラー）は年２回、騒音・ 

振動は年４回、臭気は年１回測定を行い、８月の騒音測定を除き、法令基準及び管理目標

（協定）を満足していました。 

騒音、振動の測定の平成 30年２月の測定については、敷地境界線が変更されたことから測

定ポイントＤ、Ｅがなくなり、Ｃ２を新設して測定しています。 

 ８月の騒音測定において、虫の鳴き声（蝉等）が原因で、一部の測定地点で管理目標及び

法令基準値の超過が認められました。 
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（２） 「環境モニター」推薦依頼 

環境モニター制度の概要について説明後、環境モニターの推薦について、武田薬品工業

から町内会・自治会に対して依頼がありました。 

武田薬品工業株式会社湘南研究所 2017 年度環境モニターアンケートの結果概要が参考

資料として配布されました。 

 

（３） その他の報告事項 

コミュニティ活動として、ボランティア清掃や秋祭り（中止）、桜と新緑を楽しむ散策

について説明がありました。 

機構改革について、湘南ヘルスイノベーションパーク（湘南アイパーク）がグランド

オープンし、19社のパートナー企業とともにヘルスイノベーション創出を目指していき

ます。 

なお、当パークは、武田薬品が責任を持って管理し、入居企業・機関にはパークの各種

ルールを教育するとともに、入居時の契約内容に環境保全協定の遵守を盛り込んでいま

す。 

環境保全協定の改定について、研究所敷地の一部を医療法人沖縄徳洲会湘南鎌倉総合

病院に売却（土地の引渡し：2017年 12月）し、敷地の境界線が変わったことに伴い、環

境保全協定を 2018年１月 18日付で改定しました。 

改定部分は、協定の覚書に記載されている環境測定（騒音、振動、臭気）の測定ポイン

トです。 

 

質疑応答 

町内会・自治会 事業所名の変更について、初めて知った。プレリリースとは別に近隣に知ら

せて欲しかった。 

 焼却炉の撤去についても撤去した時点で知らせて欲しい。 

 その他、資料の作成についてカタカナ表記が多い、日本語で表記した資料を作成して欲しい。 

町内会・自治会 今後、勤務者が 3,000人に増えるそうだが、小学生の通学時間に勤務者の通

勤が重なるとたいへん混雑するが、対策を考えているのか。 

 バスの乗降状況として、藤沢駅に向かう途中のバス停で乗客が乗れないこともある。会社専

用のバスの運行も検討してはどうか。 

 ここの住民も増えるのか。そのことによる、生活環境の影響を考えているのか。 

武田薬品工業 2020 年までに 3,000 人規模の研究者が集まる場を目指すと申し上げたが、簡

単にできるものではないと考えている。研究者が増えていく場合は、専用バスなど検討して

いきたい。 

町内会・自治会 現在の勤務者規模はどれくらいか。 

武田薬品工業 約 1,300人である。 

通勤マナーについて何か問題があれば連絡をいただければ、注意喚起する。 

町内会・自治会 玉縄地域では、約 150 人通学している。通学時間帯において午前７時 25 分

から午前８時 10 分まで、フラワーセンター沿いの歩道を通る。湘南アイパークの勤務者の

通勤と重なる。 

町内会・自治会 子供のマナーに問題があるということもあるが、湘南アイパークの勤務者で

はないかもしれないが、歩道を逆走する自転車もある。武田でも注意喚起してほしい。 

武田薬品工業 自転車を利用して通勤している勤務者には、注意するように啓発している。 

町内会・自治会 歩道の幅を拡張するように県へ要望したが改善されなかった。 

町内会・自治会 事業所名の変更や機構改革について、メディアに掲載などされたのか。 
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武田薬品工業 ４月 30日にプレリリースされ、新聞各社に掲載された。 

町内会・自治会 今まで研究所は、何を行っているのかよく分からなかった。湘南アイパーク

について近隣にお知らせがあれば興味関心が出てくるのではないか。 

武田薬品工業 子供の科学教室の開催等を検討しており、今後地域の方との交流について、相

談させていただきたい。 

町内会・自治会 以前に、このパークの見学会で、子供たちのイベント開催について提案した

が、防犯上開放は無理との回答であった。湘南アイパークが発足して、開放に向け好ましい

方向に変わったと感じた。 

町内会・自治会 フラワーセンターの日比谷花壇と子供の教育の場として活用することについ

て話した。 

 武田薬品ともコラボできたらと思う。 

町内会・自治会 3,000人の研究者ということは、外部の人もあわせると日中はそれ以上の人

がこのパークに来るということになる。武田薬品もＪＲの新駅の設置について働きかけては

どうか。 

武田薬品工業 武田薬品としてもＪＲの新駅の設置を希望している。 

鎌倉市 情報提供は、大事である。 

 地域で根付いた企業の在り方について、市役所も含め、今後発展していく上で考えていかな

ければならない課題であると思う。 

 環境教育は、企業とタイアップし、世界に向けた人材育成のために着実に進めていくべきで

ある。 

本日の連絡会の議事録がまとまりましたら、その内容を各委員の方に確認いただき、本市の

ホームページで資料とともに公開いたします。 

  なお、現在の予定では、次回の連絡会の開催は平成 31年の５月下旬から６月初旬を考え 

ております。 

そのほか、委員の皆様から連絡会開催の要請がありましたら、日程等を調整し、適宜開催す

ることもございますので、その際は、ご協力をお願いいたします。 

また、今回ご出席いただきました方の名簿につきましては、武田薬品工業にも提供し、緊急

時のご連絡に使用させていただきますので、ご了承ください。 

      以上で、平成 30 年度第 1 回「武田薬品工業株式会社湘南ヘルスイノベーションパークの

環境保全に関する連絡会」を終了いたします。 

本日は、どうもありがとうございました。 

 


